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＜施策①＞【水資源利用可能シナリオ】
各国の利用可能水資源量は、既存施設により、一定量
が確保されている。
　　<シナリオ１> 既存施設依存型
　　<シナリオ２> 気候変動適応型
　　<シナリオ３> 最大利用型
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利用可能水資源量 = f （水資源賦存量 , 流入・出 , 他）
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判　定

　
　　【穀物市場モデル】

　・ 貯蔵量
　・ 価　格
　・ 次年度作付面積

＜施策②＞【水配分シナリオ】
　　各国の利用可能水資源量は、既存施設により、一定
量が確保されている。
　　<シナリオ１> 食料海外依存型（生・工水優先）
　　<シナリオ２> 食料自給型（農水優先）
　　<シナリオ３> 工業発展型（工水優先）

穀物ストレス

生活用水
配分量

工業用水
配分量

農業用水
配分量

生活用水ストレス
(生活配分)／(生活需要)

工業用水ストレス
(工業配分)／(工業需要)

農業用水ストレス
(農業配分)／(農業需要)

灌漑
穀物生産量

作付面積

【N-1年】計算結果
Ｎ年(仮)作付面積

【N＋1年】

穀物生産
モデル

水利用量

　施策条件

　相関式等

凡　例

【N+1年】計算へ

　入力値

　計算結果
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　評価項目

施肥・灌漑設備

　・ 渇水調整
　・ 水資源開発
　・ 他水源
　・ 技術・資金援助　等

　・ 渇水調整
　・ 節水技術
　・ 回収率向上　等
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